
 

☎：  

爪は伸び過ぎると皮膚を傷つけたり、爪の間に汚れや垢が溜まって雑菌が繁殖し不衛生になって感染につながるなどの
問題があります。特に足の爪は伸び過ぎたり切り方に失敗すると歩きにくくなったり、痛くて歩けなかったりします。さらに足
が痛いと歩く気力や運動量が低下したり、足を庇って転倒しやすくなるなど大きな問題があります。また、適切な爪切りをし
ないと巻き爪や爪の変形に悩むことになります。看護における爪切りはそれらを予防し、さらに爪を切ったことにより利用者
様に爽快感をもたらす事を目的としています。 

爪の様子を観察し、異常がないか確認

します。爪が伸びていると深爪のリス

クが高くなります。足の厚くなってい

る爪はニッパーを用いります。 

爪を切り終わったら爪にやすりをか

け、爪の切り口が滑らかになるまで

何度か繰り返します。爪が伸びすぎ

る前にヤスリをか

け、深爪のリスクを

軽減できます。 

厚い爪（特に足）や変形している爪は

普通の爪切りでは切れないので訪問看

護師に相談してください。 

ただ切っただけでは爪がギザギザ
で皮膚を傷つける恐れがあるので
整えます。 

爪をそぎ落とすように切れるので、爪
への負担が少なく、厚くなった爪を切
るのに適してします。 

一般的な爪切りタイプ。乳幼児の爪切りな
どはハサミ型を使うなど、用途や状態に合
わせて使い分けます。 

爪を切るときに用意しておくもの 

爪を切る手順 

爪には｢指先を守る｣｢指の力を増加させ

る｣｢知覚を増加させる｣という働きがあり

ます。爪のケアをおろそかにすると、足

病変や歩行障害・転倒などの原因にもな

りえます。正しい爪切りをしましょう！ 


